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稲
葉
健
二
議
員
（
緑
風
会
）

　

放
課
後
保
育
ク
ラ
ブ
に
子
ど

も
を
預
け
る
保
護
者
は
基
本
的

に
就
労
者
で
あ
り
、
災
害
時
は

帰
宅
困
難
者
に
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
保
護
者
へ
の
緊
急

の
確
認
手
段
は
ど
の
よ
う
な
も

の
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た

保
育
ク
ラ
ブ
に
も
水
や
食
料
、

毛
布
な
ど
、
必
要
最
小
限
の
備

蓄
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
市
の

災
害
時
の
緊
急
確
認
手
段
は

保
護
者
へ
の
一
斉
メ
ー
ル
送
信
を
検
討

放課後保育クラブ

考
え
を
問
う
。

答
　

災
害
時
の
保
護
者
へ
の
連

絡
は
携
帯
電
話
等
に
よ
る
メ
ー

ル
機
能
や
一
斉
メ
ー
ル
送
信
、
災

害
用
伝
言
板
等
の
活
用
を
含
め

検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
各

保
育
ク
ラ
ブ
で
の
備
蓄
に
つ
い

て
は
、
必
要
最
小
限
の
備
蓄
品

目
の
洗
い
出
し
や
、
保
管
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

宮
田
か
つ
み
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
防
災
訓

練
は
、
イ
ベ
ン
ト
的
に
な
っ
て

お
り
、
地
に
足
が
着
い
て
い
な

い
と
感
じ
て
い
る
。
市
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
今
回
の
東
日
本
大

震
災
を
教
訓
と
し
て
、
市
は
防

災
訓
練
に
つ
い
て
、
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
。

答
　

現
在
の
防
災
訓
練
は
、
防

大
震
災
教
訓
に 

ど
う
対
応
す
る

実
践
的
な
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

防 災 訓 練

災
知
識
の
習
得
な
ど
、
災
害
時

の
被
害
軽
減
に
効
果
が
期
待
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

一
部
に
形
式
化
し
た
訓
練
が
あ

る
こ
と
も
認
識
し
て
お
り
、
訓

練
内
容
の
改
革
に
着
手
し
て
い

る
。
ま
た
、
今
回
の
震
災
を
教

訓
に
地
域
は
自
分
達
で
守
る
と

い
う
意
識
が
強
く
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
実
践
的
な
訓

練
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
く
。

西
村
　

敦
議
員
（
公
明
党
）

　

本
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災

を
受
け
、
津
波
や
高
潮
対
策
と

し
て
、
大
型
商
業
施
設
の
サ
テ
ィ

市
川
妙
典
店
と
避
難
ビ
ル
の
協

定
を
締
結
し
た
。
ニ
ッ
ケ
コ
ル

ト
ン
プ
ラ
ザ
と
も
一
時
避
難
場

所
と
し
て
の
協
定
を
締
結
し
て

い
る
が
、
川
と
海
に
囲
ま
れ
て

い
る
行
徳
地
区
に
立
地
す
る
ダ

イ
エ
ー
南
行
徳
店
と
西
友
行
徳

行
徳
地
区
の
２
店
舗
と
協
定
結
べ
な
い
か

所
有
者
に
理
解
を
得
て
積
極
的
に
進
め
る

災害時の避難ビル協定

店
と
も
、
協
定
の
交
渉
が
で
き

な
い
か
。
考
え
を
問
う
。

答
　

津
波
の
時
は
高
い
建
物
に

避
難
す
る
し
か
な
い
と
考
え
る

が
、
行
徳
地
区
に
は
高
台
が
な

い
。
今
後
、
ビ
ル
の
構
造
や
想

定
す
る
津
波
に
有
効
な
建
物
か

を
検
討
し
、
ビ
ル
所
有
者
に
避

難
ビ
ル
と
し
て
の
条
件
を
理
解

し
て
も
ら
い
、
協
定
締
結
に
向

け
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

佐
藤
義
一
議
員
（
民
主
・
連
合
）

　

首
都
圏
直
下
型
地
震
が
30
年

以
内
に
98
％
の
確
率
で
、
発
生

す
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
対
策
で
参
考
に
な
る
の

は
、
16
年
前
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
あ
る
が
、
交
通

網
の
寸
断
な
ど
多
く
の
問
題
点

が
あ
っ
た
。
市
で
は
、
そ
の
教

訓
を
生
か
し
た
対
策
を
取
っ
て

災
害
時
の
交
通
網
対
策
は

緊
急
活
動
道
路
を
優
先
し
て
復
旧

震 災 対 策

い
る
の
か
。

答
　

本
市
で
は
緊
急
活
動
道
路

と
し
て
、
行
徳
街
道
他
64
路
線

を
選
定
し
、
災
害
時
に
は
優
先

的
に
復
旧
さ
せ
て
災
害
対
応
に

使
用
す
る
計
画
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
規
模
火
災
を
想
定

し
た
防
災
体
制
を
強
化
し
た
り
、

職
員
参
集
訓
練
等
、
教
訓
を
生

か
し
た
種
々
の
対
応
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

戸
村
節
子
議
員
（
公
明
党
）

　

学
校
給
食
の
放
射
能
対
策
と

し
て
、
食
材
発
注
や
使
用
に
際

し
、
産
地
や
出
荷
制
限
等
の
最

新
情
報
を
確
認
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
特
に
牛
肉
や
牛
乳

に
つ
い
て
保
護
者
は
大
変
心
配

し
て
い
る
。
ど
う
対
応
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
食
材
の
放
射

性
物
質
を
検
査
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

食
材
の
放
射
性
物
質 

ど
う
検
査

検
査
機
関
に
委
託
し
実
施
し
て
い
く

学校給食の放射能対策

答
　

牛
肉
は
平
成
23
年
９
月
か

ら
当
面
の
間
使
用
を
自
粛
し
、

牛
乳
は
基
本
的
に
千
葉
県
が
定

期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を

実
施
し
て
い
る
県
産
の
原
乳
を

使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
放
射

線
物
質
検
査
は
、
給
食
食
材
の

納
入
業
者
か
ら
、
納
品
の
可
能

性
の
高
い
野
菜
、
豚
肉
等
を
検

体
と
し
て
提
供
を
受
け
、
検
査

機
関
に
委
託
し
実
施
し
て
い
く
。

秋
本
の
り
子
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

市
独
自
の
放
射
線
量
０
・
２

６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
設

定
し
て
、
放
射
性
物
質
の
低
減

へ
と
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
内

部
被
曝
に
対
し
て
は
ま
だ
課
題

も
多
い
。
市
で
は
測
定
器
を
配

備
し
市
内
産
農
産
物
の
放
射
線

量
測
定
を
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

中
に
は
学
校
給
食
で
使
用
さ
れ

る
食
材
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ど

市
内
産
農
産
物
の
放
射
線
量

検
査
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

放射能対策

の
よ
う
に
公
表
し
て
い
く
の
か
。

答
　

市
は
８
月
に
簡
易
型
放
射

性
物
質
分
析
機
器
を
導
入
し
、

市
内
産
農
産
物
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
を
行
っ
て
結
果
を
公

表
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
学

校
給
食
に
使
用
さ
れ
る
市
内
産

農
産
物
は
優
先
し
て
検
査
を
行

い
、
検
査
結
果
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
保
護
者
の
不

安
解
消
に
努
め
て
い
く
。

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
の

放
射
能
の
影
響
を
市
民
が
大
変

心
配
し
て
い
る
。
今
回
の
事
故

か
ら
、
市
は
原
発
に
依
存
し
な

い
社
会
、
原
発
ゼ
ロ
の
安
全
で

再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
先
進
市
を
目
指
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
　

野
田
首
相
が
就
任
後
の
所

信
表
明
で
、
原
発
へ
の
依
存
度

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
計
画
的
普
及
を
図
る

原発に依存しない社会

を
引
き
下
げ
る
と
同
時
に
、
安

全
性
が
確
認
さ
れ
た
原
発
は
地

元
自
治
体
と
の
信
頼
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
を
前
提
に
再
稼
動

を
進
め
る
、
と
述
べ
た
。
本
市

と
し
て
は
、
恒
常
的
な
節
電
対

策
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
太

陽
光
発
電
の
計
画
的
な
普
及
な

ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
か

ら
半
年
、
今
で
も
放
射
性
物
質

を
放
出
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
、

市
は
市
民
の
不
安
解
消
に
努
め

る
べ
き
で
あ
る
。
市
は
放
射
線

量
が
０
・
２
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
毎
時
を
超
え
る
時
に
低

減
措
置
を
行
う
が
、
根
拠
は
何

か
。
ま
た
、
市
民
が
独
自
に
放

射
線
量
を
測
定
し
高
い
数
値
が

放
射
線
量
の
低
減
措
置
ど
う
行
う

高
数
値
の
施
設
優
先
に
低
減
策
を
行
う

放射能対策

出
た
際
の
対
応
を
問
う
。

答
　

低
減
の
目
安
値
は
、
事
故

以
前
か
ら
存
在
す
る
自
然
放
射

線
量
と
追
加
被
曝
線
量
の
時
間

換
算
数
値
を
足
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
市
民
が
高
い
数
値

を
測
定
し
た
場
合
で
も
、
市
全

体
の
中
で
高
い
数
値
が
出
た
施

設
を
優
先
に
低
減
策
を
行
う
こ

と
か
ら
、
部
分
的
な
場
所
で
の

措
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　９月定例会では、32 人の議員が一般質問を行いました。

質問の持ち時間は答弁を含めて１人 60 分です。

　ここでは紙面の都合上、１人１項目を選び質問・答弁を

要約し、ジャンルごとにまとめて掲載しました。 

＜会派の略称＞

原
発
ゼ
ロ
の
街
づ
く
り 

市
の
見
解
は

　社民・市民＝社民・市民ネット

放 射 能 対 策

簡
易
型
放
射
性
物
質
分
析
機
器

危 機 管 理


